
様式第３号（別表２関係） 

 

提出日     年   月   日 

  

事業実施計画書 

 

１ 申請者 

申請者名 上川 太郎   ㊞ 男・女 生年月日 1978 年 12 月 11 日生 年齢（40） 

住所 〒078-1753 北海道上川郡上川町南町 180 番地 

TEL 01658-2-4058 FAX 01658-2-1220 Email kankou@town.hokkaido-kamikawa.lg.jp 

現在の勤務先 株式会社 上川町 

配偶者  有・無 扶養家族  有・無  

 

 ２ 事業名 

 飲食業 

 

 ３ 補助希望額 

3,000,000 円 

 

 ４ 事業を行おうとする動機 

子育て中のお母さんにとっての居心地の良い居場所を提供したい。 

そこに行けば、子育ての情報や楽しいことが待っているワクワクする場所を提供した

い。 

自分のオリジナルカフェを出店したい。 

 

 ５ 事業の内容 

乳幼児を子育て中の母親にとって、入りやすいカフェをつくる。乳幼児を連れて安心

して飲食ができる空間、バランスが良く安全で体に良いランチ・カフェメニューを提供す

る。また、附加サービスとしてベビーマッサージや子育てに必要な情報を提供する講座

を開催する。 

・地域の安全な食材を使った食事の提供 

・乳幼児を安心して連れていける空間づくり 

・乳幼児に安全・安心な飲食の提供 

・乳幼児期に必要な子育て情報の提供 

（必要許可等） 

食品衛生責任者（所持）、防火管理者（未取得）、食品営業許可申請書（未許可） 

コメントの追加 [U1]: 提出日を記入してください 

コメントの追加 [U2]: ２名以上で行う場合は、連名で記

入してください 

コメントの追加 [U3]: 事業承継の場合は、会社名、所在

地、役職、設立年月日、業種、事業内容を記載してく

ださい 

コメントの追加 [U4]: 何の事業かわかるように記入して

ください 

コメントの追加 [U5]: 千円未満は切り捨てて記入 

コメントの追加 [U6]: 事業内容を詳しく記入してくださ

い。また、事業に必要となる許認可等も取得状況及び

名称を記入してください 



 ６ 実施体制 

創業初期は立ち上げメンバーの事業主を含む２名で運営。（１名調理・仕入れ、１名

経理・経営・接客） 

当面の間は、２名で行うが、将来的な事業拡大により、パート・アルバイト社員を採用。 

 

 ７ スケジュール 

事業実施項目 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

店舗改修 

試作・調査 

開業 

            

 

 ８ ５カ年の売上・利益等の計画（税抜） 

 １年目 

(31年 9月～31年 12月) 

２年目 

(32年 1月～32年 12月) 

３年目 

(33年 1月～32年 12月) 

４年目 

(34年 1月～34年 12月) 

５年目 

(35年 1月～35年 12月) 

(a)売上高 400 千円 700 千円 900 千円 1,100 千円 1,300 千円 

(b)売上原価 100 千円 175 千円 225 千円 275 千円 325 千円 

(c)売上総利益 

(a-b) 

 

300 千円 

 

525 千円 

 

675 千円 

 

825 千円 

 

975 千円 

(d)販売管理費 180 千円 315 千円 405 千円 495 千円 585 千円 

(e)営業利益 

(c-d) 

 

120 千円 

 

210 千円 

 

270 千円 

 

330 千円 

 

390 千円 

従業員数 1 人 1 人 1 人 2 人 2 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメントの追加 [U7]: 人的な配置や担当などを記入して

ください 

コメントの追加 [U8]: 開業、事業承継までのスケジュー

ルを記入してください。 



 ９ 新たな取組に係る資金計画 

 

 １０ 上川町にとっての効果 

上川町においてキッズスペースや離乳食等を提供しているお店がないため、子育て

をしている世代の集まる場として活用できると思います。 

また、観光客で流動人口があるので、上川町の食材を食べてもらう機会が増え、上

川町を知ってもらえると思います。 

 

 

 １１ その他（アピールなど） 

地元の上川町を元気にしたく、上川町で起業したいと思っていました。新規開業支

援補助金が後押しとなり、起業に踏み切りました。自分の子育ての経験も活かし、知識

を伝えたいと思っています。 

町民はもとより、旭川市等からの日帰り観光客も気軽に立ち寄れる飲食店が増えるこ

とで、微力ですが町内の魅力向上に貢献できると考えています。 

 

必要な資金 金額 調達の方法 金額 

設
備
資
金 

 

店舗内外装工事 

イス・テーブル 

什器備品類 

単位：万 

600 

100  

 100 

自己資金  300 

金融機関からの借入金 

旭川信金 5万×60 回払 

 

 

  

 

 300 

  

  設備資金の合計  800 

運
転
資
金 

食材等仕入れ 

宣伝・光熱費等諸経費 

 

20  

 80 

  

 

その他 

（本事業の売上金、親族からの借入金等） 

 

   

  

  

運転資金の合計 100  補助金交希望額  300 

合計 900 合計 900 


